


大衆文化を変えた男

日本初のビアホール（東京・銀座）
1899年　サッポロビール（株）蔵

1907年頃　（株）ヨネイ蔵
キリンビール　横浜山手工場

馬越 恭平
サッポロビール（株）蔵

（株）ヨネイ蔵
米井 源治郎

シンポジウム 近代岡山の偉人伝 殖産に挑んだ人々⑥
令和３年６月１７日（木）
能楽堂ホール 「tenjin9」
　

次回は

大阪大学大学院
文学研究科教授

講演１

飯塚一幸
「塩業界の巨人 野﨑武吉郎」
専門は日本近代史。特に近代化による地域社会の変容を検討することで、伝統と近代の問題を研究している。１９８８
年京都大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得後退学。２０１０年１月より現職。博士（文学）。
編著書に『明治期の地方制度と名望家』、『日本近代の歴史３　日清・日露戦争と帝国日本』など。共著に『帝国日本
の移動と動員』など。

ナイカイ塩業
株式会社
代表取締役社長

野﨑泰彦

（いいづか かずゆき）

（のざき やすひこ）

「遺訓を守って」
野﨑武左衛門から数えて７代目。１９８３年東京大学大学院工学系研究科博士課程（化学工学）単位取得後退学。
１９９１年より現職。国指定重要文化財の旧野﨑家住宅などを運営・管理する公益財団法人竜王会館の理事長で、江
戸時代からの建物、庭園、什器美術品等を保存しつつ調査研究を進める。日本塩工業会代表理事、岡山県経営者協
会会長なども務めている。工学博士。

講演２

ナイン

「岡山蘭学の群像
　　　 １・２・３」

「慈愛と福祉
  岡山の
  先駆者たち１・２」１・２ 本体 １４００円+税

　 ３ 本体 １6００円+税
定
価 定価 本体  各１6００円+税

絶賛発売中！絶賛発売中！ お求めは、お近くの書店で！！

岡山大学大学院
社会文化科学
研究科講師

東野将伸

「野﨑武左衛門の経済・政治活動 －地域社会と岡山藩への貢献－」
専門は日本近世史。特に、村方に残された古文書を用いて、村・地域社会・地域経済・民衆思想などを研究している。
岡山大学卒業後、２０１７年大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了。２０１８年より現職。博士（文学）。
主要論文に「近世後期の地域経済と商人」「幕末期の掛屋と年貢銀収納」など。

（ひがしの まさのぶ）

講演３

お求めは、お近くの書店で！！

　備中国木之子村（現井原市）に生まれた馬越恭平。三井物産に入社して重役などを

歴任。熾烈な競争が続くビール業界にあって、1906（明治39）年時の実力者渋沢栄一

や内閣を動かし、日本麦酒、札幌麦酒、大阪麦酒の3社大合同合併を実現。大日本麦酒

を設立して社長に就任した。ビールがまだ大衆の飲み物ではなかった時代である。ビア

ホールを銀座に開いたり、芸者を動員し仕掛け花火を使ってＰＲ。シェアを7割以上に伸

ばし[東洋のビール王]と呼ばれた。馬越は井笠鉄道や東京電灯、東京商業銀行など百

を超える企業に関連し、また衆議院議員、貴族院議員を務めた。

　17歳年下の米井源治郎。同郷(現津山市)で又従兄の磯野計が興した商社明治屋

に入社。磯野と磯野商会（現(株)ヨネイ）を創立して機械や鉱物、雑貨の輸出入を手掛

ける。1907（明治40）年、三菱財閥の総帥岩崎久弥の支援を得、居留地企業から発展

したジャパン・ブルワリーを買収して麒麟麦酒を設立。専務（社長不在）兼キリンビール

総代理店明治屋社長として馬越に戦いを挑んだ。

　シンポジウムでは馬越恭平と米井源治郎の生涯と実業家としての評価、そして同時

期に岡山人同士が繰り広げた熾烈なビール戦争についても明らかにしていく。

出  演 作家、ビール文化研究家 端田　晶


